
 

オーストラリアへの協力に伴う、第５３次南極地域観測隊および 
「しらせ」の航路変更について 
 
 
１．概要 

昨年、豪州・モーソン基地において、氷状が険しかったため豪州船（オ

ーロラ・オーストラリス号）が基地に近づけず、燃料補給・物資輸送が

出来なかった。この状態が続くと、基地の燃料が足りなくなる事態にな

るため、我が国の「しらせ」により、海氷を切り開いて欲しい旨オース

トラリア政府より要請が来た。 
そのため、国際協力の観点から要請を受け入れるため、本部連絡会を

開催し、航路を変更により対応することとした。 
 
 
２．協力内容 

昭和基地からの復路において、モーソン基地沖の海氷の切り開きを実

施（定着氷域約６０km） 
予定期間：１０日間（平成２４年２月２１日～３月１日） 

 
 
３．行動計画からの変更箇所 

・ 復路 シドニー→フリーマントル 
・ 南緯５５度線通過日 ３月１２日→３月１１日（１日早まる） 
・ 観測隊の退艦日 ３月１９日→３月１８日（１日早まる） 

 
 
 
（参考） 
オーストラリア・モーソン基地 
オーストラリアの３つの越冬基地のうちの１つ。オーストラリア初（１９５

４年）の大陸の基地であり、南南極圏で最も長く連続的に活動している基地。 
 

基地名 開設年 夏・通年 最大人数 冬の平均人数

モーソン 1954 通年 60 20 
     

昭和 1957 通年 110 28 
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南緯５５度２３．１２．５（往路） ２４．３．１１（復路）

リュツォ・ホルム湾

昭和基地

オーストラリア

しらせ （東京）
２３．１１．１１（金） 出港
２４． ４． ９（月） 入港

観測隊 （成田）
２３．１１．２５（金） 出国
２４． ３．１９（月） 帰国

約２０，０００マイル総 航 程

９８ ９９ 日南極行動日数

１ ５ １ 日総行動日数

概 要

第５３次南極地域観測隊及び「しらせ」行動計画

（観測隊乗艦）

（観測隊退艦）

フリーマントル（往路）
しらせ
２３．１１．２５（金） 入港
２３．１１．３０（水） 出港
観測隊
２３．１１．２６（土） 乗艦

フリーマントル（復路）
しらせ
２４． ３．１７（土） 入港
２４． ３．２３（金） 出港
観測隊
２４． ３．１８（日） 退艦
２４． ３．１９（月） 出国

越冬交代 ２４． ２．２０
モーソン基地
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昭和基地

オーストラリア

しらせ （東京）
２３．１１．１１（金） 出港
２４． ４． ９（月） 入港

観測隊 （成田）
２３．１１．２５（金） 出国
２４． ３．１９（月） 帰国

約２０，０００マイル総 航 程

９ ９ 日南極行動日数

１ ５ １ 日総行動日数
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第５３次南極地域観測隊及び「しらせ」行動計画

（観測隊乗艦）

（観測隊退艦）

フリーマントル
しらせ
２３．１１．２５（金） 入港
２３．１１．３０（水） 出港
観測隊
２３．１１．２６（土） 乗艦

シドニー
しらせ
２４． ３．１７（土） 入港
２４． ３．２３（金） 出港
観測隊
２４． ３．１９（月） 退艦
２４． ３．１９（月） 出国

越冬交代 ２４． ２．２０

第138回南極地域観測統合推進本部総会(H23.6.15)決定

2

m-murase
長方形

m-murase
線




